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マルチメディア処理の概念図 オフィス情報機器のマルチメディア化を支える要素技術とメディア処理の関連を示す｡写真は,平成5年7

月に高島屋シンガポールに納入した24面マルチスクリーンディスプレイシステム(240型,5.3m:く2.7m)で,複数の一般テレビ映像と高精細映像

が表示でき,各種のイベントに利用されている｡

ダウンサイジングとネットワーキングという大き

な潮流の小で,オフィスの情報処理あるいは情報の

共有化が飛躍的に進んでいる｡この潮流をさらに加

速する鍵(かぎ)が,マルチメディア化,パーソナル

化である｡このマルチメディア化の一つの切りUと

して,オーディオビジュアル技術を駆使したマルチ

メディアユーザーインタフェース技術があげられ

る｡これにより,表現力豊かでわかりやすいユーザ

ーインタフェースが実現し,これまで専｢1ユーザー

だけが享受してきた高度な情報処理の恩恵を,だれ

もがノ受けられる情報機器が実朋化されつつある｡

これらを支えているのは,ディジタル化により■ナチj

度な機能の実現が‾叶能になった映像入HノJ技術や,

知的文吉画像処理技術などの安素技術と,システム

化やタイトル制作支援などの総合的システム技術で

ある｡またビデオカメラや携帯電話などを小心に一飛

躍的に進化している小型実装技術はこれら情事Ii機岩:与

のパーソナル化を推進し,電子出版や広域通信など

インフラストラクチャの普及に伴って,利別者の飛

躍的拡大が実現する｡

*】=梢豊作仰映像メディア研究所__1二学博一l二
**

r=†二製作所Il肘象メディア研究所 ***I川二笹川二伸/h呈正技術研究舛｢一､アニ博t二
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h はじめに

オフィスの生産性向上のためのキーワードは,マルチ

メディア化とパーソナル化である｡マルチメディア化の

要素技術として,現在[__I克製作所が開発を進めているの

は,カメラ,ディスプレイなどの人出ノJ装置技術,無線

通信やISPN(IntegratedServicesDigitalNetwork)に

代表されるディジタル過信技術,RISC(ReducedInstruc_

tionSetComputer)チップベースのマルチメディアプラ

ットフォーム技術,また画像圧縮技術,文書･両像処理

技術,さらに磁気テープ,光ディスクなどの大容量スト

レージ技術などである｡一方,パーソナル化の要素技術

として開発しているのは,小型実装技術,低消費電力化

技術である｡ここでは,これらの要素技術とこの技術を

ベースとしたシステム展開について述べる｡

白 人出力装置のインテリジェント化

パーソナル情報機器で,入出力装置のインテリジェン

ト化が重要な技術開発の課題となっている｡本章ではそ

の代表例として,ビデオカメラ,ディスプレイおよびプ

リンタのインテリジェント化技術について述べる｡

2.1マルチメディアカメラ

ビデオカメラは単なるビデオ信号の供給源から,パソ

コン(パーソナルコンピュータ)やワークステーションの

知的処理を支援する帥像入力装置機能を備えるようにな

ってきた｡これは,ビデオカメラの信号処理がディジタ

ル化されてきたことによるところが大である｡これを-一

歩進め,パソコンへのディジタル痢像の出力はもとより,

出ノJ画像の痢質調整,電▼‾rズームなどのカメラ機能を,
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図l マルチメディアカメラ

パソコン,テレビ会議などの画像入力装置で,パソコンによるカ

メラ制御が可能である｡･

コンピュータからのコントロール信号により,容易に‾吋

能とする機能を付加した低コストなマルチメディアカメ

ラを業界に先駆けて開発した(図1参月てり｡このカメラは,

グループウエアや通信ネットワークを介したテレビ会議

システムの一撃を担う知的入力装置として捕用できる｡

2.2 ディスプレイ

CRT,液晶,プラズマなどを表示素子とするさまざま

なディスプレイが登場しているが,マルチメディア環境

でのディスプレイは,単なるテキストや図表の表示だけ

でなく,静止両やフルカラーの動画を同時に一つの画面

_Lに表示する能力が要求される｡これらの機能を持つデ
ィスプレイは,多機能であるがために操作が煩雑になり

がちなので,対応するコンピュータとの親和性が高く,

使い勝手の良い機能を持ったディスプレイが望まれる｡

このようなニーズにこたえるため,色温度(図2参月別,

(b)色温度9,300Kの画像例

図2 色温度補正画像例
一般のテレビ画像は色温度6′500Kで,またCG(Computer Graphics)画像はコンピュータ用標準色温度9′300Kで表

示することにより,原画像に忠実で自然な色合いの画像が得られる｡
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コントラストなどのビデオ信一り▲制御,スキャン糊波数,

痢l良けイズなどのスキャン制御,省電力化のためのパワ

ーセーブ制御などの獅垂制御を,ビデオ人力信一ワニーに応じ

て臼軌的に実行したl),外部のコンピュータからて別御で

きる機能を付加したディスプレイシステムを開発した｡

2.3 プリンタ

マルチメディアの重要な刑力装置であるフルカラープ

リンタとしては,銀塩写央‾方凡 レーザ方式,インクジ

ェットノJ式など,さまぎまな方式のプリンタが普及して

いる｡低価格で,かつ冶酒質の子亡主られる昇華ノJJ(のプリ

ンタ(VYシリーズ)1)でも,

(a)アナログビデオ信号や,パソコン,ワークステー

ションからのディジタル信号などの外人力に対するイ

ンタフェース機能の充実

(b)プリント時間の知縮化(データ石■Ji速転送を含む｡)

(C)カラー調整,輪郭術寸ミなどの内像処理機能の内蔵

化と外部制御の可能化

などのインテリジェント化を進め,パソコン,ワークス

テーションに表示された由像を高画質で,簡単にプリン

トできるようにした｡

凶 文書･画像処理技術

オフィスのペーパーレス化およびマルチメディア化に

とって,前耳のようなハードウェアのインテリジェント化

とともに,文ニーナ:,文=r一三二,向像などの処研l技術開発も重要

である｡ここでは,代よ的な行処二哩技術について述べる｡

3.1モードレス日本語入力

什‾ウニワードプロセッサ"Ⅵ7ithIITe''に搭載した什本譜処

押技術としての,AI仮名漢寸二変枚とモードレス人力機能

について述べる｡

(1)AI仮名横丁†二変操

11木i漑文卓を人ノJするノバ去としては,仮れ漢′}:焚根(l-†

本譜文の読みから漢7:伐れ交じりの文に変検するソフ

ト)が-･般的であり,初期の単‾文節単作変換から鞄数文

節iiり､t変換,【し1軌変換へと進歩してきた｡この巾で,格

文法を川いた構文意味解析技術をベースに,AI仮名摸ニト

変摸を開発した(図3参照)｡これは,意味のつながるiミ～主

を関係づけて処即することにより,正しい同音異義語を

変枚の第1位に示す技術である｡主語と述語の対を辞子吉二

に持っておく樹立のAI機能を,AI仮名漢字変換と-一般

的に呼ぶが,この新しい方式は,-i二語文節,目的言-さテ文節

などの文の構j韮や,これらの文節間の意味的なつながi)

関係を｢1本譜の格関係文法に基づいて解析する｡その節

てにをはAl

●先生が講演する

●先生を後援する

噂光モ

飛び越しかかりA】

●難問を教授が解く

●壬里論を教授が説く

構文意味解析

Aほ幸吉

連帯修飾A】

●秘書が行く避暑

●避暑に行く秘書

再変換Al

●抗議を間〈

い講義+を選択
●講義を聴く

図3 A】仮名漢字変換

構文意味解析技術により,離れた文節までも正しく仮名漢字変

換を可能とした｡

果,関係づける文節が離れている場介でも止しく変換す

る｢飛び越しかかリAI+まで拡人していることがご桔放で

ある｡

(2)｢モードレス人力+2)

美郷こ先駆けて開発したモードレス入ノJ機能は,｢仮粥

人力+や｢ローマ丁ナニ入ノJ+などの人ノJモード設立ミスを

白軌什小こ検Jl-=ノ∴汀ミしいモードに清二す機能である｡

例えば,図4に示すように｢英数モード+で人ノJを始

め,そのままのモードでローマ7二を続けて人ノJする｡モ

ードレス機能がローマ丁の部分を検.■11し,ローマ▲H粥分

を｢仮名表ホ+に,モードを｢ローマtf:人ノJ+へl上Ⅰ刺的

に辞す｡この機能は,ユーザーが英略譜人ノJCり後,モー

ドを以し忘れることが多いというアンケート結米に去巨づ

いて問兆したものである｡｢仮名+,｢ローマニ‾テニ+などのモ

ードにより,行文′‾j･:の出現塀度が異なることに右lIして

モードを日勤的に判定している｡

3.2 2値画文書処理

2仙和文吉を扱うオフィス機器主としてファクシミリが

拉も一般的であり,文′子:と小便の混在した文一主lミニの■加trげ壬

化処押をコストアップなしで夫二呪することは大きな潔一越

英数モードで｢CD-ROM+と入力

ローマ字入力続行

｢CD-ROMwokounyuusita+と表示

字種混在モードレス自動変換

｢CD-ROMをこうにゆうした+と表示

Al仮名漢字自動変換

｢CD-ROMを購入した+と表示

図4 モードレス入力

入力モードを誤って設定した場合でも,自動的に正しいモード

に変換し,そのまま自動変換で文章を作成できる｡
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である｡従水一般的に行われているのは,エッジ強調処

fl世であり,これと擬似小間調処理を併用すると綱人‡領域

でモアレを発/卜し,肉質劣化を咋じることがある｡これ

を解i火するには文字領域,写真領域,綱上烹韻城を判断し

てそれぞれの領城に壬浸過な内像処理を行えばよいが,こ

れはコストアップになる｡そのために閲ヲ己したのが,図5

にホすように注Hl叫素が綱一･1綿城にあれば一仰呂･特性をホ

し,エッジ領域にあれば強調特件をJ+ミすモアレ抑圧エッ

ジ強調処押と,2両素平均誤差拡散処二曙で構収する2栴

l叶文｢】川J-たi内宮写化処稚〟⊥て二i)である(R‾TJエバーソナルフ

ァクシミリ｢美ニリニ文+シリーズに搭載)｡

3.3 ビデオカメラにおける画像抽出処理

ビデオ丙像のセグメンテーション,すなわち人物や特

左の物体の畑山は,画像処二哩で読も重要な技術の一つで

ある｡そのため,色と輝度情封ほ利川した軌【叫像のセグ

メンテーション,仙川■物体のラベル付け,大きさ位置な

どの特徴計算をリアルタイムで実行する痢像拙け.処理ガ

止1)を閑雅した｡この機能は,人物抽出,鞘景消去(図6

参照),〔+勤追尾,情糀止縦などを可能とし,ビデオカメ

ラ,テレビ電話などをはじめとして庄こくマルチメディア

システムへの応川展開を図っている｡

3.4 マルチスクリーンディスプレイの画像処理

プレゼンテーション川として需要が拡人しているマル

チスクリーンディスプレイ5)は,40～50インチのコアデ

ィスプレイ(以卜,コアと略す｡)を複数個積み卜げて一

つのit■捕■i紳卜大内而を構成している｡しかし,-･般にコア

r亡1体やコアF‾まりで,輝度や色の表ホ杵性にばらつきがある

ため,大仙如全体で山好な銅像を子:主るには,拙付け時に

こズLらのばらつきを吸収する必妥がある｡そのため,必

紫な帥_lトデータを初期調整時にメモリに入力,保存し,

そのデータに従って輝度や色むらを常時解消するように

○可㌧

外

l
(a)従来のエッジ強調

一蒜

l
(b)今回の開発方式

図5 ファクシミリプリント出力例

網点画像をこの開発方式で処理し,従来例(a)の斑点状のモアレを

抑圧した｡
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凄

芸冠≡垂
(a)消去前

濾≡淘■■
勉】■■l

(b)消去後

軍
図6 背景消去機能の例

色と輝度情報を利用した画像抽出処理により,動画像から人物

領域をリアルタイムで抽出した｡

映像信号を変調,制御するディジタル補正方式と,滑ら

かに連続した補刀三ができるスムージング技術を開発し,

従来のアナログ方式だけでは吸収できなかった局所的な

輝度や色むらも補止し,良質な画像が提供できるように

した(9ページの写真参照)｡

山 小型実装技術

最近の電了･機器は,低価格化をはじめとする製品競争

ノJ強化のため,軽薄一短小化がますます俄(し)烈を椰めて

いる｡その中で,より高密度実装を凶るには,部品,基

板,レイアウトなどの実装設計段階からの総合的･シス

テム的な開発が不叫欠である｡本章では,その代表例と

して以下の二つの技術概要について述べる｡

4.1筐体の薄肉化技術

筐体の薄肉化のために二つの新規技術を開発した｡そ

の第一は図7に示す高剛性設計方ブよである｡この技術の

特徴は筐体の肉厚が薄くなると必然的に低下する剛性を

補うため,本来剛性の高い液晶表示素了▲を構造部材とし

て活用させたJよにある｡第二は,図8に示すように,射

仙戊形に開いる金型の最適樹■脂注入爪去である｡これ

は,成形品を蒔くすると発牛しやすくなる樹脂の充てん

イく址,反り変形の問題をシミュレーションし,高流動

で,強敵な樹脂を道志するとともに,成形■-†7.の反り変形

量を小さくするための適_了1三な樹脂注入方法を検討したも

のである｡以_卜の技術をノート型ワープロ``with me

BF-1”の開発に通用し,筐体全体の厚さを従来品の‡
に薄くすることができた｡

4.2 0.3mmピッチQFPはんだ接続技術

電子部占占･機器の小型･多機能化にf･lそい,LSIと基板

との多端十･狭ピッチ接続技術の開発が必須(す)であっ

た｡そのため,端子ピッチが().3mmと狭い344ピンのプ

ラスチックQFP(Quad Flat Package)の一指リフロー
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荷重Jノ

(開発品)

A-A断面

たわみJ
筐体 A

重光体

二篠晶表示素子

ク

＼

遷済琴琴軍票

0

0

0

｢0

0

｢〇

(
Z
)
L

側

促
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≧10N/nl[1

〔D

∽

＼荷重Jノ
たわみイ

(従来品)

A-A断面

0 2 4 6 8 10

たわみ ざ(mnl)

図7 筐体の高剛性設計方法

従来品の筐体①,導光体(参の間隔を狭くし,筐体,導光体および

液晶表示素子③を強度部材とし,筐体の薄型化を図った｡

変形前

変形複

4

(
∈
巨
)

晰
蔽
軸
ご
雌

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

)主入口

筐体

注入口

♂ 側面3点樹脂注入

④ ⑧＋⑥＋⑨

注入口の組み合わせ

図8 金型の樹脂注入方法

画面中央l点注入口④を廃し,側面3点注入法とすることによっ

て成形後の反り変形を防止した｡

はんだ接続技術6)を開発した｡この技術を,諜‡界で初めて

1993咋出荷のFl立ワークステーション"3∩5nRX/100C''

と｢同20n+のCMOS(Complementar)′ MetalOxide

Semiconductor)ゲートアレ一に採川した｡はんだ接続

部の代衣例を図9に示す｡この技術開発のIいでは,はん

だ接続強J空の評仙･解析とともに,接続仁働互件や従米に

ない1‡一蛸7度化を実現している｡

8 システム展開

マルチメディアシステムは,ユーザーのカニ場に立った

機能サービスの実現,情報提供の方法など,給付1勺な環

境として実現されなければならない｡CD-ROM(Colll-

pact Disk-ROM)による新聞の電イ･縦刷システム,ワー

プロ通信ネットワーク,ファクシミリ通信ネットワーク,

0･3mml

T

図9 QFPのはんだ接続部

344ピン,0,3mmピッチqFPのリードはんだ付け部の走査電子琵頁

微鏡写真を示す｡

テレビ屯請システムなどについてはこの特集-り一の他論文

で収り+二げている｡本章では,ぢ川三検紳いのシステムク)

いくつかについて述べる｡

5.1大型映像プレゼンテーションシステム用簡単操作

のユーザーインタフェース

このプレゼンテーションシステムは,子吉ニ内装言;!ほ搭赦

した講ili言草と大型ディスプレイで構成し,簡単操作のユ

ーザーインタフェースが0ⅠIPの操作と同じ利他什で資

料を才追ホしたり,三上ミ枇と同じ感覚での書込みを実収する

(図川参J!てi)｡吾内装置上の原稿は,カラー液晶デイスフ

レイと人望ディスプレイの両んに表示される｡ユーザー

はタッチパネルを使ってアイコン操作で液.ihデイスフレ

イ_1二で｢画而にアンダーラインや【りを抑く+,｢帥巾に矢

印を出す+などの操作を行う｡大型ディスプレイ_卜には,

これらユーザーの操作に応じた内像がスーパーインポー

ズ表ホされ,簡iitな操作で効果的なプレゼンテーション

を実現している｡

5.2 CD-ROM/XAビューワシステム7)

射上11■成形による大量褐製を可能にしたCD-ROMは,

そのデータ,ミ山:古谷呈からマルチメディア1E-‾1'一川版媒体と

してi_iミト】を災めている｡CD-ROMマルチメディアのベー

スとなっているCD-ROM/ⅩA規格では,ステレオ斤声

(4時間以_卜の｢仁縮音声)･静l卜l叫像(パソコン州像2,()川)

枚)･軌画〔MPEGl:Motionl)ictureExpel･tGroup:

ISO=玉1際標準化機構)で規格化された軌州=二潮槻桁で1

時間トデータ(64nMバイト)を白山に釧.みでナわせてデ

ィスク_卜に辻己在記録させることができる｡

ビューワは,これらのマルチメディア†t搾【ほ利川して

スライドショーやムービー,マルチメディアデータベー

13
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図川 プレゼンテーションシステム

講演卓と大型ディスプレイによるプレゼンテーションシステム

は,OHP感覚の資料提示やタッチパネルを使った黒板感覚の書込み

を実現する｡

スなどの機能によってわかi)やすいユーザーインタフェ

ースを提供するプレーヤである｡電子カタログ,プレゼ

ンテーションシステム,敢行,ゲームなどは有力なCD-

ROMグ)マルチメディア応用である｡これを巾チI三するCD-

ROM/ⅩAビューワはパソコンベースシステム,テレビ

ベースプレーヤ,オールインワンのポータブルプレーヤ

などその川途や使う人,使う場所に合わせた展開を進め

ている(図‖参郎i)｡

5.3 マルチメディアオーサリングシステム

マルチメディアシステムでは,情報源となるタイトル

ソフト制作支援も重要な開発課題である｡

タイトルの制作には,従来のデータベースや制御プロ

グラムなどに加えて井上し･巾像などオーディオビジュア

ルな制作文化の協調による制作が必要になる｡特にオー

ディオビジュアルの情事削こは,より高度な表現ノJが求め

られて扱う情事貼吏は膨人な量になる｡

タイトル制作は下記の部分で構成する｡

(1)触■l巾に始まり写真撮影･録音などの素材制作を行う

クリエイティブ制作

(2)岩村情報をディジタル化して,シナリオに基づいて

編駐シミュレーションを行うポスト処.哩

パソコンベースシステム

監≡ヨ

ROMドライブ XAインタフェース
箪

ハソコン

盟伽
CD-ROM/XA
ディスク

毒
琵
≡萎
如･酔>･

ポータブルプレーヤ

図】lCD-ROM/XAビューワ

CD-ROM/XAで実現されるマルチプラットフォーム電子出版とそ

のビューワを示す｡

(3)プレーヤや媒体の信一シナ規格に合わせて媒体を製作す

る媒体製作

これらの部分を統合的に支援することにより.タイト

ル品質の確保,チl三産件の確保を実現することをト川小ニオ

ーサリングシステムの開発を進めている｡

田 おわりに

ここでは,オフィス情報機器のマルチメディア化を支

える,

(1)マルチメディアカメラ,ディスプレイおよびプリン

タのインテリジェント化技術

(2)モードレスロ本譜人九 2他由文吉,画像抽Jl■.など

の処f酎支術

(3)筐体の薄肉化,はんだ接続の狭ピッチ化に代表され

る小当り実装才支術

(4)映像プレゼンテーション別のユーザーインタフェー

ス,マルチメディアオーサリングなどのシステム

について述べた｡

今後,オフィスのいっそうの生産性l乙J上を目指して,

これらの技術を情報機器に過HJし,マルチメディアオフ

ィス情報システムに展開していく｡
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